
 

 

 

 

 

 

 

 

生まれつき持っている脳の性質や働き方、その後の発達の過程に違いがあり、日常生活や社会

生活で困難が生じる神経発達の特性を発達障がいといいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大人の発達障がいとは 

12 月の健康コラム 
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学習障がい 
限局性学習症 

注意欠如・多動症 

自閉スペクトラム症 

・こだわりが強い 

・感覚の過敏さ 

・興味があることに関心が集中 

・自分の気持ちを伝える、相手の気持ちを 

読み取ることが苦手 

 

・読み、書き、計算が不得意 

・結果を予測することが難しい 
 
※知的障がいとは異なり、全体的に知
能発達には遅れはなく、学習行為に
おいて困難さがある 

・忘れ物・失くし物が多い 

・同じ間違いを繰り返す 

・作業に集中し続けることが難しい 

・落ち着きがない、待つことができない 

知的な遅れを伴うこともあり 

いくつかの症状を 
併せ持つ場合もあり 

〇ひとつのことに集中すると時間を忘れて没頭してしまう 

〇丁寧に接しているつもりでも、失礼だといわれる 

〇自分が話した言葉で相手が怒り出したとき、理由がわからない 

〇自分のことばかり話しすぎて、空気が読めないと言われる 

〇作業を順序立てて行うことが不得意 

〇約束したことをよく忘れる 

〇いつも期日ギリギリで遅れてしまうことがよくある 

〇一つのことを学ぶのに、他者より時間がかかる 

〇読み、書きが極端に苦手 

〇数字の計算が極端に苦手 

〇の項目はあくまでよく見られる特性を記載 ※その他の発達障がいとして、吃音やチック症、発達性協調運動症などあり。 

知的障がいも発達障がいに含まれる 

 

子どものころの発達障がいは… 

大人の発達障がいの症状は子どもの発達障がいと同じだが、子どもの頃は、周囲の方が本人の特性に 

合わせてフォローしていたり、本人が自身の強みによって対処できていたために、特に問題にならな 

かった方も多い。 
 

大人になると… 
しかし大人になるにつれて、これまでの環境への適応や対処の仕方ではうまくいかず、生活に支障を 

きたす場合がある。また、発達障がいによる困りごとが持続すると、不安症やうつ病などの二次的な 

メンタルヘルスの問題が起きてしまうこともある。 

発達障がいによる困りごとに二次的なメンタルヘルスの問題が重なることで、社会的・経済的に不安 

定な状況に陥ってしまう可能性があるのが大人の発達障がいの特徴である。 
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発達障がいのある方への支援を考える時、特に大切なポイントがあります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

説明や指示は短い文で、順を追って、具体的に 

言葉で説明するときは、短い文で一つずつ順を追って具体的にすることなどで話を理解しやすくなり、

見通しがもてるようになる。 

ルールをはっきりと伝える 

集団内の暗黙のルールを読み取りにくい人のためにはルールをきちんと説明する。 

安心できる環境を整える 

人混みや大きな音、光などの刺激を苦手とする人が多くいる。そのような刺激による不快感を大きくし

ないよう、安心できる環境を整える。また、職場などで混乱してしまったときには落ち着くためにひとり

になれる居場所や時間を設けることが役立つ。 

視覚的な情報提示 

発達障がいの方の中には聴覚的よりも視覚的情報の方が理解しやすい方が多いと言われている。 

例：作業や仕事の手順などを順番に番号を振って手順書にする 

  カレンダーや予定表で先の見通しを立てることができるようにする 

  注意点や変更点をホワイトボードに書く 

自己決定・自己選択を支援する 

支援は押しつけのような形ではなく、本人が自己決定する機会を保障し、自己決定する機会を設定

していくことが基本となる。自己決定の力を育てるためには、困難な場面に単にこちらから支援を提

供するだけでなく、必要な支援を自分で選んだり、解決法の選択肢を提示して自己決定を行ったりす

る経験を積み重ねていくことが大切。 

 

  
 

肯定的な対応を スモールステップによる支援 

10:00 ----------- 

11:00 ----------- 

12:00 ----------- 

13:00 ----------- 

 

井上病院附属診療所 健診センター 文責：保健師 家城 美波 

発達障がいの方はほかの人が簡単にできることで

も、うまくできないことがある。 

失敗経験が多いと、課題を避けるようになった

り、何事にも回避的・否定的になってしまう。 

注意をする場合も努力している点やうまくいって

いる点をほめたうえで、どのようにすればもっとよ

くなるかを肯定的、具体的に伝え、本人の成功体験

を増やす。 

スモールステップとは目標を小さな単位まで分割

し、小さな目標を達成する成功体験を積み重ねなが

ら最終目標へと到達していく学習方法。 

目標達成まで課題を細かく分け、一つずつクリア

できるように手助けするのが、スモールステップの

支援の考え方である。具体例としては手順を示す、

モデルを見せる、体験練習をする、新しく挑戦する

部分は少しずつにするなど。 

・大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか （☎06-6966-1313） 

・大阪府 こころの健康総合センター （☎06-6691-2811） 

・障がい者就業・生活支援センター（各地にあります） 


